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縦・横断点座標計算
中心線データと縦・横断結果ファイルより縦・横断点の座標計算を
行います。
地形図の等高線修正等に利用します。

この計算を行うには、
・ 中心線座標計算が計算済み

・ 縦断測量が計算済み

・ 横断測量が計算済み

　　　が必要です。

路線名 ： 中心線データの路線名を表示します。

計算結果は、SIMA_Formatファイル形式で作成されます。
　　　　作成ファイル名 ： RD_JyuOudanTrv.sim
　　　　使用するデータ

　　　　　(1) 縦断データのみ　――　縦断点の座標計算を行います。

　　　　　(2) 横断データのみ　――　横断点の座標計算を行います。

　　　　　(3) 両方のデータ　――　縦・横断点の座標計算を行います。

(2)、(3)の場合、横断データタイプを選択

　　　　　　　　　・　路線横断データ　――　中心線の進行方向に対して左右の横断データ
　　　　　　　　　・　河川横断データ　――　中心線の進行方向に対して左右が逆の横断データ
　　　　計算の範囲

　　　　　(1) 標高ラウンド値のみ計算　――　標高ラウンド値の座標計算
　　　　　(2) 縦・横断変化点のみ計算　――　縦・横断変化点の座標計算
　　　　　(3) 両方計算　――　標高ラウンド値＋縦・横断変化点の座標計算
　　　　　(1) (3) は標高ラウンド値のピッチを指定します。
　　　　　＊　縦断データは中心線のBP～EP間のデータのみにしてください。（起・終点前後に縦断データがある場合、その部分を削除してください。）

　　「計算開始」　――　縦・横断点の座標計算を行います。
                 縦断点　――　縦断変化点＋標高ピッチ点　≦　３００００点

                 横断点　――　横断変化点＋標高ピッチ点　≦　３００００点 （１断面）

標高ラウンド値の座標計算
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座標計算点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横断変化点の座標計算


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座標計算点

　　「結果表示」　――　計算点の展開図を表示
します。
＊ 「面積測定」は、ここではできません。
　　「Sim_File」　――　SIMA_Format作成ファイルRD_OudanTrv.simを表示します。
　　　　　　　　縦断点名 ： J７０１-１　　　　　　　Ｊの後に標高値が付きます。

　　　　　　　　横断点名 ： NO.0７０１-１　　　　横断測点名の後に標高値が付きます。
＊ 同一標高値がある場合、またその後に腰府が付きます。
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